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日本財団 海と日本PROJECT スポGOMI全国大会

■開催日：2021年9月20日（月・祝）

■場 所：東京国際交流館プラザ平成（東京都江東区青海2丁目2－1）

■主催：海と日本PROJECT スポGOMI甲子園実行委員会

■共催：日本財団

■拠点：北海道エリア、東北エリア、関東エリア、中部エリア、近畿エリア、中国エリア、

四国エリア、九州・沖縄エリア（全8エリア）

■時期：予選大会 2020年11月～2021年5月まで

全国大会 2021年9月20日（月・祝）

■内容：第一部 全国を8エリアに分け開催されたスポGＯＭＩ大会にて優勝したチームによる

全国大会の開催

第二部 全国8エリアで拠点となってもらう団体とスポGOMI会議
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大会概要

開閉会式会場
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大会スケジュール

TIME LAP CONTENTS REMARKS

07:00 00 スタッフ集合 設営/通信確認

10:15 15 受付開始 ごみ拾い用具一式配布

10:30 30 開会式

11:00 60 競技開始
発声
「CHANGE FOR THE BLUE！」

12：00 20 競技終了

計量

12:20 10 結果発表/表彰式 1位～3位に副賞

12：30 大会終了 参加者解散

13：00 20 開会宣言/スピーチ 実行委員より

活動報告

13:20 10 北海道エリア 日本スポーツ雪かき連盟

13:30 10 山形エリア 美しい山形最上川フォーラム

13:40 10 中部エリア スポボラとよた

13：50 10 中国エリア SATOMACHI

14：00 20 ディスカッション

14：20 終了
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第一部 スポGOMI全国大会 式次第

TIME LAP CONTENTS REMARKS

10:30 03 オープニング 司会者

07 →チーム紹介（リモートエリアへ呼びかけ） 6～7エリア

10:40 05 開会宣言 海と日本プロジェクトの説明等

10:45 02 選手宣誓 関東エリア代表

10:47 05 ルール説明 実行委員会

10:52 03 作戦タイム

10:55 05 →リモートエリアへ呼びかけ 意気込みインタビューなど

競技開始

11:00 →スタート発声「CHANGE FOR THE BLUE」 発声後スタート

11:15 →リモート先の競技状況中継 北海道→山形→四国

11:40 →リモート先の競技状況中継 北海道→山形→四国

12:00 競技終了

TIME LAP CONTENTS REMARKS

12:00 20 計量/集計

→リモート先は計量結果をディレクターにメール

12:20 08 結果発表/表彰式

→リモート先を繋ぎ表彰式 1位～3位を表彰

→入賞チームインタビュー 感想など

12:28 02 総評

12:30 大会終了

→写真撮影

参加チーム解散



競技エリア（メイン会場にて参加チーム）

６０分間の競技時間中であれば、競技エリア内のどの方向に進んで
行っても大丈夫です。

競技エリアは赤線で囲ってある地域一帯となります。

※一般の通行人に十分注意する

※危険な場所には立ち入らない

※私有地には立ち入らない

※商業施設内でゴミは拾わない

※海に入らない

開閉会式会場
東京国際交流館
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分別ルール 以下の分別方法・得点換算に従い行います
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■ごみの種類とポイント

燃えるごみ ［赤 30㍑ごみ袋］

紙類／布類／雑誌類／弁当・食品容器包
装ごみ／コンビニ袋など

※草／落ち葉／枝／家屋廃材などは含まず。

100g→10point 
※100g以下は会場でポイント化

ビン／缶 ［赤 30㍑ごみ袋］

中身を捨てたもの

100g→20point
※100g以下は会場でポイント化

たばこの吸殻 ［半透明 レジ袋］

100g→50point
※100g以下は会場でポイント化

燃えないごみ ［青 30㍑ごみ袋］

ビニール傘／ガラス類／鍋／ナベ類／
電池／ライター／鏡／金属類など

100g→5point
※100g以下は会場でポイント化

※小型電化製品（ドライヤー／シェーバーな
ど）程度の大きさは可。それ以外は粗大ご
み扱い。ブロックやレンガは含まず。

ペットボトル ［青 30㍑ごみ袋］

中身を捨てたもの

100g→40point
※100g以下は会場でポイント化

■基本ルール

●1チーム3～5人のチーム戦とする。

●参加チームには、軍手／トング／ごみ袋（30㍑）／吸殻用ごみ袋／ルールブックを配布。

●60分の制限時間の中で、決められたエリア内のごみを拾い、その質と量をポイントで競い合う。

●100g以下の重量でもポイント換算。

■減点／失格対象
競技中に走ること／メンバー同士が離れすぎること／粗大ごみを拾うこと／分別方法を無視すること／故意に重
量を増やすこと／競技時間を守らないこと／メンバー全員揃って競技終了しないこと

マイナス100 point
スタッフの指示に従わない／公序良俗に反する行為

失格

粗大ごみ

マイナス100point

粗大ごみは処理が困難なため、拾わないものとする。
例：バッテリー／DVDプレイヤー／扇風機／布団／座布団／
ダンボール／消火器／コンクリートブロック／金庫／金属棒／
タイヤ／車輪／三角コーン／コンロ／パソコン／ベビーカー／
炊飯器／配布するごみ袋（700mm×500mm＝30㍑）に入らな
い大きなごみ など



競技上の注意

6

■競技上の主な注意点

①公序良俗に反する行為を行うこと。

②競技するにあたって、自分自身やチームメンバーの安全に注意を払うこと。

③交通ルールを守って競技を行うこと。

④車道に身を乗り出してごみ拾いをしないこと。

⑤運転手が車内にいる状態で停車している車の前後でごみ拾いはしないこと。

⑥幅が細い道では車に特に注意すること。

⑦競技時間・競技エリアを守ること。

⑧メンバー全員揃って競技を終了すること。

⑨競技終了後、閉会式会場に戻ったことを本部に報告すること。

⑩川や海には立ち入らないこと。

⑪私有地には立ち入らないこと。

⑫競技中は走らないこと。

⑬チームはまとまって行動すること。（先頭と最後尾が10メートル以内）

⑭電車／バス／タクシー／自転車など、徒歩以外の手段で移動しないこと。

⑮ごみの分別区別を守ること。

⑯故意にごみの重量を増やさないこと。（ごみ箱のごみを加える／店舗からごみをもらう etc.）

⑰漂流ごみの液体や注射針など、危険なものには触れないこと。

⑱道路の側溝やドブ板を持ち上げて、中のごみを拾わないこと。

⑲粗大ごみを拾わないこと。.

⑳スタッフの注意を聞くこと。

→スタッフの注意を無視する場合は、競技を中止させる場合があります。

㉑競技中にケガや事故などが発生した場合は、速やかにスタッフの指示を仰ぐこと。

■減点／失格ポイント



緊急連絡体制例
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緊急事態発生

重原

080-1845-1803

名古屋

090-1053-4198

統括ディレクター
馬見塚

090-5559-6933

海と日本プロジェクト
ご担当者

事実関係調査

非重大 重 大是正対応是正対応是正対応

東京都港湾警察署

03-3687-0110
深川消防本部

03-3529-0119



感染防止対策
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